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(環境）
①低炭素社会

②循環型社会②循環型社会 ③生物多様性

(社会）

☆くらし・地域
（経済）

☆技術革新

連携・協働
国際的取り組み
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パートナーシップで
社会システムに定着
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■３Ｒをくらしに活かすリフォーム

■みどりのカーテンで快適なくらしを ■省エネナビでくらしチェック

地 地域の参加型運営で意識啓発から実践へ

NPO法人新宿環境活動ネット

「エコギャラリー新宿」指定管理者

エコライフ

■新宿エコワングランプリ入賞者

全国の地域環境活動を応援
NPO法人持続可能な社会をつくる元気ネット

「市民がつくる環境のまち“元気大賞”」

■2001年以来10回実施
応募約500団体と

ゆるやかに連携

■全国の地域環境活動

相互交流学び合い

「ローカルサミット」開催

■草の根「電気のごみ」

地域ワークショップ開催

元気なまちづくり
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■低炭素・循環型・生物多様性
社会づくりに貢献する

起業家を育てる官民協働事業
　・環境ビジネス起業
・カルチャー部門

　　・ライフスタイル部門
・ポリシー部門

主催：環境省・総務省
日本政策投資銀行・三井住友銀行

　環境ビジネスウィメン

　　　　　　 「eco japan cup」
日本発！世界経済のエコ化めざして

環境ビジネスコンテスト

くらし・地域・経済社会すべての“環境と経済の好循環づくり”

元気な人づくり・地域づくりを
 

元気な国の底力に！



温暖化対策と生活者の課題
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今必要なのは、

★くらし・地域での私たちのとりくみ
が重要！という気づきと行動

★環境への意識の高まりを

購入行動・実践行動につなぐ

★多量排出部門の継続的な

とりくみ

環境に取り組むことがインセンティブ
 につながる

 
と

 
が必要規制支援
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製品・サービス購入は環

境影響を考えて購入する

環境配慮製品・サービス

を選ぶのは重要と思う

生活者の環境意識と行動
（２００９環境省調査）

2008

2009

省エネ行動
新エネづくり
への気づき

心豊かなくらしと
地域づくりの
きっかけ

こども・孫世代に
ツケを残さないためにも

今できることから
愛情・誇りをもって行動したい

環境省データを基に崎田作成
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適度な国民負担は「共創」の役割分担



産業

“環境と経済の好循環” で心豊かな未来を「共創」するために
 ３施策のバランスよい導入が必要

国
内
排
出
量
取
引
制
度

再生可能エネルギー全量固定価格買取制度
CO2削減・エネルギー自給率UP・成長産業づくり・地域活性化を

家庭含む電力利用者が支える

家庭

エネ
ルギー 運輸

業務

地球温暖化対策のための税
薄く広く負担して、省エネルギー財源に

省エネ製品

住宅などの
規制強化

家電
エコカー
住宅

高効率機器
などの

支援強化
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ボトムアップ目標
国民負担への
しっかりした説明
と情報公開必要

目標や達成状況

の情報公開と説明を

企業間、

企業と地域、

自治体間、

途上国
等々との

取引

市場
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